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研究ノート
カンボジア王国における体格 ･体力測定について
-体格と体力との関係一
千 葉 義 信
はじめに
カンボジア国では､1970年代に続いた内戦の
混乱とともに､国土は疲弊し､教育に関Lも多
くの施設､教材､システム等が根本から破棄､
破壊されてしまった｡教育インフラの再建が､
パリ平和協定注 1)以降進められて来たが､人間
開発の基礎となる情操教育には殆ど着手できて
おらず､研究機関 ･組織を持たぬカンボジア国
では施設の建設 ･設置等に偏った教育開発を余
儀なくされているのが現状である｡また､国家
の未来を担う子供達に対して､適切な健康 ･健
全教育を提供する上で重要な ｢体育科教育｣は､
未だ適切な授業がおこなわれるまでに至ってい
ないのが実情である｡
これらカンボジア国の実情に対して､体育科
教育の充実を目指し､JICA (JapanInternational
CooperationAgency:国際協力機構)とNPOハー
トオブゴール ド (本部 :岡山市)江2)とが共同で
｢カンボジア国小学校体育科指導書作成支援プ
ロジェク ト｣を ｢JICA草の根技術協力事業｣注3)
として開始した｡筆者は本件に関する ｢統計資
料作成および体力測定実施に関する指導｣部門
に参加 ･協力しており､カンボジア国児童の体
格 ･体力に関する統計資料の作成､調査活動の
継続に向けての仕組み作りに着手している｡当
該国での教科内容は､国語､書き方､作文､算
数､歴史､理科等が中心であり､美術､音楽､
体育といった科目はほとんどおこなわれていな
いのが現状である10)｡多くの開発途上国では､
予防医学の考え方が広まっておらず､それに伴
う体育 ･スポーツ活動が十分に普及しておらず､
体育科教育における基礎資料となる対象児童 ･
生徒の体格､体力測定に関する資料はおろか､
測定をおこなう十分なシステムが整っていない
のが実情である｡
東南アジア諸国の体格 ･体力測定に関して､
桜井19)がタイ国に関する ｢スポーツ青少年体力
テス ト (運動適性テス ト)｣を紹介している｡
内容は立ち幅跳び､上体起こし､腕立伏臥腕屈
伸､シャトル走､5分間走であり､｢その結果
を全国レベルでの検討や標準値の策定などは現
在までおこなわれていないようである｣とした｡
さらに､ラオスでは ｢青少年を対象とした体力
テス トを現在策定中であるが､日本のスポーツ
テス トが参考にされているとのことである｣と
している｡また､千葉 2)~7)がタイ国東北部ウドー
ンタニー県での体格 ･体力測定に関して､その
結果を日本の同世代の者と比較して､両者の間
に発育様相または､発育速度に違いがあるよう
だと報告した｡本報の対象となるカンボジア国
に関しては､シュムリアップ州での測定から､
山内ら20)は､｢青少年の男女にとっての体格は､
15歳を境に男女差が現れ､そして､日本人と比
較した場合の成長度合いが2年から3年程度の
遅れが見受けられる｣とし､武藤ら.5)は､シュ
ムリアップ州の青少年は､日本の同年齢と比較
して体格が小さく､体力は低いとした上で､
｢体力が低いのは体格が′トさいことが大きく影
響していることが考えられ､今後､栄養指導を
含めた健康教育を強く提案する｣と報告した｡
また､本件江3)での調査より､千葉ら])8)は､カ
ンボジア国児童と日本の児童の身長発育様相を
比較して ｢カンボジア国児童の発育速度が日本
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Fig1Investigationa｢easinCambodiaP:CapitalO:Localcities
TablelCharacteristicsofthesubjects:Girls
Height Weight BMI
(cm) (kg) (kg/m2)
7-yearold ll1.9±6.7
(n=320)
13-year-old 139.8±8.2
(n=264)
17.7±2.9 14.1±1.7
31.2±5.9 15.9±2.1
Mean±SD,BMI:bodymassindex
Table2Characteristicsofthesubjects:Boys
Weight BMI
(kg) (kg/m2)
18.1±2.9 14.2±1.8
29.8±5.3 15.8±1.8
Height
(cm)
7-yearold 112.7±5.8
(n=326)
13-yearold 137.2±8.4
(n=265)
Mean±SD,BMT:bodymassindex
の児童の発育速度よりも数年遅いと考えられる｣
と報告したとともに､身長発育様相に関するパー
センタイルグラフを作成して紹介した｡さらに､
鍋谷ら16日7)が､｢カンボジア王国において､体
格は一般に小さく､男児､女児の逆転が見られ
る時期が日本に比べて1年から2年遅いようで
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ある｣｢都市部で生活する子供の身長､体重は
他地域で生活する子供よりも高い値であった｣
と報告した｡体格や体力測定に関する十分な情
報量を持たない東南アジアの国々では､これら
に関する調査が続けられ､十分な情報量の収集
や分析が今後さらに重要になってくると考えら
れる｡
本報は､カンボジア国調査対象地域 (後に記
戟)における体格 ･体力測定の結果を基に､体
格と体力との関係を検討し､カンボジア国での
体格､体力測定に関する基礎資料の充実を図る
ものであるO
方法
1.対象
カンボジア国内phnom Penh市､Battambang
州､Kompong Cham州､ Sihanouk Vile州､
KompongChhnang州､SvayRieng州､Kratie州､
RattanakKiri州の 1市､ 7州 (Figl)､各 3校
(SihanoukVi1e州のみ 4校)､全25の小学校
(以下 :調査校)-通学する7歳と13歳の児童
(女子 :584名､男子 :591名) を対象 とした
(Table1,2)0
2.測定項目
1)体格測定項目
｢身長計測｣(調査校に測定機材の設置が不
十分な場合は､壁にメジャーまたは目盛りを入
れた紐状の物を貼り付け計測した)と ｢体重計
測｣(調査校にアナログ式体重計を配布 して計
測した)を実施 して､これらを基に体格指数
BMI(bodymassindex:kg/m2)を算出した江4).
2)体力測定項目
基礎運動能力を十分に反映する種目とともに､
測定機材が不十分な調査校内で測定可能と考え
られる体力測定種目として以下の6種目を選定
して､日本の文部科学省 ｢新体カテス ト｣の規
定13)に準じて実施した (Fig2)0
･上体起こし(Sit-up):筋持久力要素測定
･長座体前屈(Trunk-nexion):柔軟性要素測定
規定の機材を段ボール､または厚紙を利用
し作成して測定した｡
･反復横跳び(Side-step):敏捷性要素測定
･5分間走(Five-minutes-run):全身持久力要素
測定
･50m走(50meter-dash):瞬発力 ･走力要素測
定
･立ち幅跳び(Long-jump):瞬発力要素測定
3.分析方法
TabJe3Threeof%ile(twenty-five-,fifty-,seventy-five-percentiles)intermsof
heightandweight:girls
7-year-old 13-year.told
Height Weight Height Weight?
? ?? ?
?
(cm) (kg)
107.0 16.0
111.0 17.0
115.0 19.0
(cm) (kg)
134.0 27.0
140.0 31.0
145.0 35.0
Table4Threeof%ile(twenty-five-.fifty-,seventy-five-percentiles)intermsof
heightandweight:boys
7-yearold 13-yearold
Height Weight Height Weight?
? ?? ?
?
(cm) (kg)
109.0 16.0
112.0 18.0
116.0 19.0
(cm) (kg)
132.0 26.0
137.0 29.5
143.0 32.3
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Fig2Stateofsit-upmeasurement
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Fig3Fourareasofthephysique･
Thecutoffpointis50%ile.
体格計測の結果より､身長と体重のパーセン
タイル値を算出し､それぞれを50%タイル値で
区切り身長と体重による以下の4領域を構成 し
た(Table3,Table4,Fig3)｡
Ⅰの領域 :身長が低く､体重が軽いグループ
(以下 :領域 Ⅰ)
Ⅱの領域 :身長が低く､体重が重いグループ
(以下 二領域Ⅱ)
Ⅲの領域 :身長が高く､体重が軽いグループ
(以下 :領域Ⅲ)
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Ⅳの領域 :身長が高く､体重が重いグループ
(以下 :領域Ⅳ)
上記4領域 (以下 :体格の4領域)を指針に体
力測定結果を男女別､年齢別に分析した｡
4.測定の流れ
1)調査校教員-の伝達講習会の実施
全25調査校より各2名の教員の出席を得て､
首都プノンペン市内オリンピックスタジアムに
て2006年2月14-17日の4日間 (延べ約24時間)､
2006年11月16日-18日の3日間 (延べ約18時間)
の2回にわたり､体格 ･体力測定に関する伝達
講習会を実施した｡講習会講師は筆者らが担当
した｡
2)測定の実施
体格 ･体力測定に関する伝達講習会を終了し
た現地教員により､その勤務校 (調査校)にて
2006年 12月-2007年 3月にかけておこな
われた｡
3)倫理的な配慮および安全の管理
測定をおこなうに当たり､対象となる児童に
対して測定の趣旨と測定内容を十分に説明して
同意を得るよう指導した｡また､測定中の安全
管理に関する指導を伝達講習会時に同時におこ
なった｡
5.統計処理
各領域 (体格の4領域)間での統計的有意差
検定には､対応のない分散分析を使用し､有意
差が認められた場合の多重比較にはShefeの方
法を用いた｡なお､有意差については､いずれ
も5%水準で判定した｡
結果および考察
女子 :体格の4領域の構成は､7歳では領域
1124名 (38.8%)､領域Ⅱ39名 (12.2%)､領
域Ⅲ42名 (13.1%)､領域Ⅳ115名 (35.9%)で
あり､13歳では領域 Il14名 (43.2%)､領域Ⅲ
17名 (6.4%)､領域Ⅲ30名 (ll.4%)､領域Ⅳ1
03名 (39.0%)であった｡領域 Ⅰすなわち身長
と体重が低値ながらバランスのとれている領域
と領域Ⅳすなわち身長と体重が高値でバランス
がとれている2領域を軸にばらつきが見られ
た注5)0Table5,Table6に体力測定の結果を体
格の4領域別に7歳と13歳に分類 して示 した
(長座体前屈をT-flexionとした)0 7歳では筋持
久力を反映する上体起こLで､領域Ⅲ､領域Ⅳ
の値がそれぞれ領域 Ⅰの値を有意に上回った
(pく.05)｡柔軟性要素を反映する長座体前屈､敏
捷性要素を反映する反復横跳び､全身持久力を
反映する5分間走､瞬発力 ･走力要素を反映す
る50m走､瞬発力要素を反映する立ち幅跳びで
は体格の4領域間で有意な差が認められなかっ
た｡13歳では全ての測定要素で体格の4領域間
で有意な差が認められなかった｡
以上の結果から体格の4領域と体力との関係
について考察すると､上体起こしでは､7歳に
おいて領域Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集
団(10.9回±5.5)と領域Ⅳすなわち身長が高く体
重が重い集団(10.2回±5.6)が､領域 Ⅰすなわち
身長が低く体重が軽い集団(7.9回±4.4)の値を
有意に上回った｡体格の差､特に身長の差が体
力測定結果に反映された種目といえる｡ 13歳
では体格の4領域間に有意な差が認められない
ものの領域Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集
団と領域Ⅳすなわち身長が高く体重が重い集団
の成績が良く､高い筋の持久力を発揮するため
には､ある一定の体格要素が重要な一要因であ
る可能性が考えられる｡長座体前屈､反復横跳
び､5分間走では､7歳､13歳ともに体格の4
領域間に有意差が認められなかったとともに､
4領域間の順次性に一定の方向性を見出せなかっ
たことから体格要素が体力測定結果に反映する
ことが少ない種目と考えられる｡50m走では､
7歳､13歳ともに体格の4領域間に有意差が認
められないものの､領域Ⅲすなわち身長が高く
体重が軽い集団と領域Ⅳすなわち身長が高く体
重が重い集団の成績がともに良く､高い瞬発力 ･
走力を発揮するためには､ある一定の体格要素
が重要な一要因である可能性が考えられる｡立
ち幅跳びでは､7歳､13歳ともに体格の4領域
間に有意差が認められないものの､両年齢とも
領域 Ⅰすなわち身長が低く体重が軽い集団の成
績が最も悪く､高い瞬発力を発揮するためには､
ある一定の体格要素が重要な一要因である可能
性が考えられる｡
男子 :体格の4領域の構成は､7歳では領域
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I135名 (41.4%)､領域Ⅱ33名 (10.1%)､領
域Ⅲ70名 (21.5%)､領域Ⅳ88名 (27.0%)で
あり､13歳では領域 IllO名 (41.5%)､領域Ⅲ
31名 (ll.7%)､領域Ⅲ23名 (8.7%)､領域Ⅳ
101名 (38.1%)であった｡女子同様に領域 Ⅰ
すなわち身長､体重が低値ながらバランスのと
れている領域と領域Ⅳすなわち身長､体重が高
値でバランスがとれている2領域を軸にばらつ
きが見られた江 5)｡Table7,Table8に体力測定
の結果を体格の4領域別に7歳と13歳に分類し
て示 した (長座体前屈をT-flexionとした)0 7
歳では瞬発力 ･走力要素を反映する50m走で､
領域Ⅳの値が領域 Ⅰの値を有意に上回った
(pく.05)｡筋持久力要素を反映する上体起こし､
柔軟性要素を反映する長座体前屈､敏捷性要素
を反映する反復横跳び､全身持久力要素を反映
する5分間走､瞬発力要素を反映する立ち幅跳
びでは体格の4領域間で有意な差が認められな
かった｡13歳では柔軟性要素を反映する長座体
前屈で､領域Ⅳの値が領域 Ⅰ､領域Ⅱの値をそ
れぞれ有意に上回った(pく.05)｡さらに､瞬発力 ･
走力要素を反映する50m走で､領域Ⅳの値が領
域 Ⅰ､領域Ⅲの値をそれぞれ有意に上回った
(p〈.05)｡他の測定要素では体格の4領域間で有
意な差が認められなかった｡
以上の結果から体格の4領域と体力との関係
について考察すると､50m走では､7歳におい
て領域Ⅳすなわち身長が高く体重が重い集団
(4.6m/sec±0.8)が､領域 Ⅰすなわち身長が低く
体重が軽い集団(4.2m/sec±0.6)の値を有意に上
回った｡ 13歳では領域Ⅳすなわち身長が高く
体重が重い集団(5.6m/sec±0.6)が､領域 Ⅰすな
わち身長が低く体重が軽い集団(5.2m/sec±0.6)
と領域Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集団
(5.0m/sec±0.6)の値を有意に上回った｡体格の
差が体力測定結果に反映された種目といえる｡
長座体前屈では､13歳において領域Ⅳすなわち
身長が高く体重が重い集団(37.6cm±8.4)が､領
域 Ⅰすなわち身長が低く体重が軽い集団(32.2
cm±9.6)と領域Ⅱすなわち身長が低く体重が重
い集団(31.7cm±10.0)の値を有意に上回った｡
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体格の差､特に身長の差が体力測定結果に反映
された種目といえる｡上体起こしでは､7歳､
13歳ともに体格の4領域間に有意差が認められ
なかったとともに､4領域間の順次性に一定の
方向性を見出せなかったことから体格要素が体
力測定結果に反映することが少ない種目と考え
られる｡反復横跳びでは､7歳､13歳ともに体
格の4領域間に有意差が認められないものの､
領域Ⅳすなわち身長が高く体重が重い集団の成
績が最も良く､高い敏捷性を発揮するためには､
ある一定の体格要素が重要な一要因である可能
性が考えられる｡5分間走では､7歳､13歳と
もに体格の4領域間に有意差が認められないも
のの､領域 Ⅰすなわち身長が低く体重が軽い集
団と領域Ⅲすなわち身長が高く体重が軽い集団
の成績がともに良く､高い全身持久力を発揮す
るためには､体重が軽いことが重要な一要因で
ある可能性が考えられる｡立ち幅跳びでは､7
歳､13歳ともに体格の4領域間に有意差が認め
られないものの､領域Ⅲすなわち身長が高く体
重が軽い集団と領域Ⅳすなわち身長が高く体重
が重い集団の成績がともに良く､高い瞬発力を
発揮するためには､身長が高いことが重要な一
要因である可能性が考えられる｡
体格と体力要素との関係を見ていくと､多く
の体力要素に必要な体格要素が明確となってく
る｡これらの情報量の乏しい当該国においては､
これらの情報の活用方法､利用価値等の認識を
高め､今後長きに渡り体格および体力測定の実
施を提案 してア ドバイスしていくものである｡
Table5Relationshipbetweenfour-areasofphsiqueandPhysicalstrength:
gl｢lsofseven-year-ok】
5Minutes-Run 50m-dash Long-jump
(m) (m/sec) (cm)
646.6 4.0 100.5
237.8 0.5 21.5
540.6 4.0 101.0
243.6 0.5 20.9
626.7 4.2 108.0
227.1 0.6 27.9
612.0 4.1 104.2
291,4 0.6 26.4
Area Sit-up T一mexion Side-step
(times) (cm) (times)
Ⅰ 7.9
SD 4.4
Ⅱ 8.6
SD 5.2
Ⅲ 10.9
SD 5.5
Ⅳ 10.2
28.6 19.5
11.1 7.7
25.6 19.1
* 9.2 6.7
25.9 22.2
8.7 6.7
28.3 20.6
SD 5.6 10.8 8.6
AreaI:Thegroupwhichisshortandlightintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichis
shortandheavyintheweight,AreaⅢ:Thegroupwhichistalandlghtintheweight.
AreaⅣ:Thegroupwhichistalandheavyintheweight.SD:Standarddeviation.*:p〈.05
Table6Relationshipbetweenfour-areasofphsiqueandPhysicalst｢ength:
glrLsofthirteen-yearl0ld
Area Sit-up T-nexion Side-step 5MinutesIRun 50m-dash Longl'ump
(times) (cm) (times) (m) (m/sec) (cm)
I 13.5
SD 6.3
Ⅱ 13.1
SD 5.2
ⅠⅡ 16.7
SD 6.5
Ⅳ 14.9
SD 4.9
35.4 33.6
12.1 10.1
31.6 36.4
6.9 12.0
38,9 34.4
ll.0 9.0
39.0 35.8
13.3 10.9
807.7 4.9 147.6
205.9 0.7 20.9
788.7 4.7 154.7
144.4 0.5 19.5
777.8 5.2 151.5
287.7 0.7 24.8
813.7 5.1 156.9
234.3 0.5 19.7
AreaI:Thegroupwhichisshortandlightintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichisshort
andheavyintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichistalandlightintheweight.AreaⅣ:
Thegroupwhichistalandheavyintheweight.SD:Standarddeviation.*:p(.05
Table7Relationshipbetweenfour-areasofphsiqueandPhysicalstrength
:boysofseven-year-old
Area Si卜up T-nexion Side-step 5Minutes-Run 50m-dash Long-jump
(times) (cm) (times) (m ) (m/sec) (cm)
Ⅰ 8.6 27.8 20.5
SD 5.1 11.3 8.2
Ⅱ 9.3 25.6 21.0
SD 5.1 11.6 8.4
Ⅲ 9.9 29.0 22.0
SD 5.3 10.9 8.2
Ⅳ 10.2 28.7 23.4
SD 5.4 10.6 8.1
673.0 4.2
231.8 0.6
531.8 4.4
257.4 0.7
652.2 4.3
246.6 0.7
632.1 4.6
275.2 0.8 23.1
AreaI:Thegroupwhichisshortandlightlntheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichisshort
andheavyinthewelght.AreaⅢ:Thegroupwhichistalandlightintheweight.AreaⅣ:
Thegroupwhichistalandheavyintheweight.SD:Standarddeviation.*:p〈.05
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Table8Relationshipbetweenfour-areasofphsiqueandPhysica一strength:
boysofthirteen-year-old
Area Sit-up T-flexion Side-step 5Minutes-Run 50m-dash Long-jump
(times) (cm) (tlmeS) (m) (m/sec) (cm)
1 16.3 32.2
SD 5.2 9.6
Ⅱ 17.1 31.7
SD 6.9 10.0
Ⅲ 15.5 34.7
SD 5.4 7.8
Ⅳ 16.8 37.6
SD 5.3 8.4 12.2
927.3 5.2
216.8 0,6
785.8 5.3
284.6 0.8
1003.9 5.0
312.0 0.6
872.2 5.6
281.7 0.6 23.3
AreaI:Thegroupwhichisshortandlightintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichisshort
andheavyintheweight.AreaⅢ:Thegroupwhichistalandlightlntheweight.AreaIV:
Thegroupwhichistalandheavyintheweight.SD:Standarddeviation.辛:p(.05
まとめ
本報では､カンボジア王国1市7州25校の小
学校-通学する7歳と13歳の児童 (女子 :584
名､男子 :591名)を対象とし､体格､体力測
定を実施して対象者の身長と体重の50%タイル
値を境界とした ｢体格の4領域｣を作成した｡
これら4領域を指針として､体力測定結果を年
齢別､性別別に比較 ･検討することにより当該
国での体格､体力測定に関する基礎資料の充実
を図ることを目的とした｡体力測定項目は､上
体起こし､長座体前屈､反復横跳び､5分間走､
50m走､立ち幅跳びの6種目であった｡結果は
以下であった｡
女子)筋持久力要素を反映する上体起こLで､
7歳において身長が高く体重が重い集団の値が､
身長が低く体重が軽い集団と身長が高く体重が
軽い集団の値を有意に上回った｡他の測定種目
では､7歳､13歳ともに体格の4領域間に有意
差が認められなかった｡
男子)瞬発力 ･走力要素を反映する50m走で､
7歳において身長が高く体重が重い集団の値が､
身長が低く体重が軽い集団の値を有意に上回り､
13歳では身長が高く体重が重い集団の値が､
身長が低く体重が軽い集団の値と身長が高く体
重が軽い集団の値を有意に上回った｡柔軟性要
素を反映する長座体前屈で､13において身長が
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高く体重が重い集団の値が､身長が低く体重が
軽い集団の値と身長が低く体重が重い集団の値
を有意に上回った｡他の測定種目では､7歳､
13歳ともに体格の4領域間に有意差が認められ
なかった｡
注
1)パリ平和協定 :1991年10月23日,パリ会議に
おいてカンボジアの包括的平和の実現のために19
カ国の代表により調印され､同年11月に ｢カンボ
ジア最高国民評議会｣が発足した｡
2)NPOハー トオブゴール ド:活動内容の詳細は
以下のホームページ :http://www.hofg.org
3)JICA草の根技術協力事業 :日本のNGO､大
学,地方自治体､公益法人などの団体がこれまで
に培ってきた経験 ･技術を活かして企画した途上
国-の協力活動をJICAが支援して､共同で実施す
る事業｡詳細は以下のホームページ :http://www.
jica.go.jp/partner/kusanone/index.htm1
4)身長､体重の測定は､体格の4領域作成のみ
に利用した｡本報では各被験者の身長､体重､B
Ml(bodymassindex)についての検討をおこなうも
のではない｡
5)当該国で体格､体力についての十分な資料が
見出せなかったことから､身長と体重の値が50%
タイル値に近い者を ｢バランスがとれている｣と
判断した｡
付記
本報は,JICA (国際協力機構)とNPOハー トオ
ブゴール ド (本部 :岡山市)との ｢JICA草の根技
術協力事業｣｢カンボジア小学校体育科指導書作
成支援プロジェクト｣の一部を報告するものであ
り,本プロジェクトに賛同くださり,ともに活動
くださるカンボジア王国教育 ･青少年スポーツ省
学校体育スポーツ局,参加協力校の皆様に深謝い
たします.
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